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済
生
会
共
同
治
験

ブ
ー
ス
を
初
出
展

　
病
院
や
製
薬
会
社
な
ど
を
支
援

す
る
企
業
や
臨
床
試
験
の
中
核
を

担
う
病
院
群
、
臨
床
試
験
を
支
え

る
シ
ス
テ
ム
会
社
等
が
ブ
ー
ス
を

構
え
る
中
、
済
生
会
も
共
同
治
験

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ブ
ー
ス
を
初
出

展
。
本
部
共
同
治
験
推
進
室
か
ら

筆
者
を
含
め
3
人
が
参
加
し
、
本

会
の
共
同
治
験
事
業
に
つ
い
て
、

済
生
会
の
セ
ン
ト
ラ
ル
機
能
や
D

X
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

済
生
会
病
院
の
治
験
担
当
者

そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
発
表

　
会
議
に
は
〈
東
京
〉
中
央
病
院
、

〈
神
奈
川
〉
横
浜
市
南
部
病
院
、〈
三

重
〉
松
阪
総
合
病
院
、
岡
山
済
生
会

総
合
病
院
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
15
日
は
中
央
病
院
臨
床
研
究
セ
ン

タ
ー
治
験
管
理
室
の
亀
田
高
寛
さ
ん

が
「
実
測
!

　
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム

導
入
後
の
事
務
業
務
の
負
荷
軽
減

量
」
と
題
し
て
、
治
験
手
続
き
文
書

を
ク
ラ
ウ
ド
上
で
保
存
・
管
理
す
る

「A
gatha

」
を
用
い
た
業
務
効
率

化
を
発
表
し
ま
し
た
。

　横
浜
市
南
部
病
院
臨
床
研
究
支
援

セ
ン
タ
ー
治
験
管
理
部
の
安
岡
晋

吾
さ
ん
は
「
済
生
会
セ
ン
ト
ラ
ル

I
R
B
の
利
活
用
と
そ
の
有
用
性

に
つ
い
て
」
と
題
し
、
被
験
者
の
人

権
や
安
全
性
に
つ
い
て
審
査
す
る
治

験
審
査
委
員
会
（
I
R
B
）
を
自
院

か
ら
済
生
会
本
部
の
セ
ン
ト
ラ
ル

I
R
B
（
済
生
会
中
央
I
R
B
）
に

移
行
し
た
こ
と
で
、
業
務
負
担
が
軽

減
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
。
移
行
に
よ

り
治
験
依
頼
者
か
ら
「
済
生
会
の
病

院
が
一
括
で
審
議
可
能
と
な
り
、
費

用
の
削
減
や
効
率
化
に
つ
な
が
っ

た
」と
評
価
さ
れ
た
、と
話
し
ま
し
た
。

　
16
日
は
中
央
病
院
の
亀
田
さ
ん
が

再
び
登
壇
、
15
病
院
24
人
が
属
す
る

本部共同治験推進室室長　大山彰裕

済生会共同治験ネットワークを発信

日本の創薬力の向上には 国際標準化と効率化の促進が鍵

報告 第24回CRCと臨床試験のあり方を考える会議2024

治験に関わる国内最大の学会「第24回CRCと臨床試験のあり方を考える会議2024」が
9月15・16日に、〈北海道〉札幌コンベンションセンターで開かれ、1500人以上が来場。

web参加をあわせると3000人以上が参加し、治験について議論しました。
本学会には済生会から本部と病院の職員が参加しました。

第24回をむかえて、初の北海道開催。国際都市札幌の象徴「札幌コンベンシ
ョンセンター」で行なった
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済
生
会
臨
床
試
験
研
究
会
長
と
し
て

標
準
業
務
手
順
書
（
S
O
P
）
の
済

生
会
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
統
一
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
発
表
し
ま
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は

国
際
標
準
化
と
効
率
化

　
今
春
、
国
は
「
創
薬
力
の
向
上
に

よ
り
国
民
に
最
新
の
医
薬
品
を
迅

速
に
届
け
る
た
め
の
構
想
会
議
」
の

中
間
と
り
ま
と
め
を
発
表
。
同
会
議

で
は
日
本
に
お
け
る
医
薬
品
産
業
の

国
際
競
争
力
低
下
や
ド
ラ
ッ
グ
ラ
グ

／
ド
ラ
ッ
グ
ロ
ス
の
改
善
に
つ
い
て

多
く
議
論
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
解
決

の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
国
際
標
準
化
と

効
率
化
」
だ
と
筆

者
は
感
じ
ま
す
。

　
第
24
回
C
R
C

あ
り
方
会
議
で
は
、

日
本
国
内
で
実
施

を
す
る
全
て
の
医

療
機
関
の
審
査
を

一
括
で
審
議
す
る

“
I
R
B
の
シ
ン

グ
ル
化
”
や
治
験

費
用
算
定
方
式
に

つ
い
て
F
M
V（
市

場
適
正
価
格
）
の

導
入
と
課
題
も
議

論
さ
れ
ま
し
た
。

　
効
率
化
は
D
X

の
他
に
も
D
C
T
（
分
散
化
臨
床

試
験
）、
P
P
I
（
研
究
へ
の
患
者
・

市
民
参
画
）、
人
材
育
成
な
ど
幅
広

い
内
容
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
般
、
C
R
C
あ
り
方
会
議
に
出

席
し
て
、
治
験
環
境
の
変
化
を
目
の

当
た
り
に
す
る
と
と
も
に
臨
床
試
験

や
治
験
に
関
わ
る
人
々
と
交
流
、
意

見
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
来
年
は
よ
り
多
く
の
済
生
会
職
員

が
参
加
し
、
本
会
の
存
在
感
を
高
め

て
行
き
た
い
と
感
じ
た
学
会
で
し
た
。

製薬会社、医師をはじめ50人以上の治験関係者が済生会
の取り組みに興味を持ち、ブースに立ち寄った

済生会共同治験ネットワーク展示ブース

今年デビューした済生会キャラクター
「さいせい」もお披露目 済生会参加者。左から4人目が筆者

【左】横浜市南部病院の安岡さん【右】中央病院の亀田さん
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